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農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
、
住
宅
や
店

舗
、露
天
駐
車
場
な
ど
に
使
用
す
る
に
は
、

初
め
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
「
除
外
」
を

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
次
に
農
地
法

に
基
づ
く
転
用
許
可
や
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
開
発
許
可
な
ど
が
必
要
で
す
。
除
外

を
希
望
す
る
農
地
の
所
有
者
は
、
申
し
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
除
外
後
に
計
画
が
無

く
な
っ
た
場
合
は
、
農
用
地
区
域
へ
の
編

入
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

対
象
区
域
＝
上
川
淵
・
下
川
淵
・
芳
賀
・

桂
萱
・
総
社
・
南
橘
・
清
里
・
永
明
の
各

出
張
所
管
内
と
城
南
支
所
管
内
の
市
街
化

調
整
区
域（
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で
、

農
用
地
区
域
外
と
し
て
農
用
地
区
域
か
ら

除
か
れ
た
農
地
は
不
要
）。
大
胡
支
所
・
宮

城
支
所
・
粕
川
支
所
管
内
で
農
用
地
区
域

と
定
め
ら
れ
た
区
域

用
意
す
る
物
＝
土
地
登
記
事
項
証
明
書
ま

た
は
登
記
簿
謄
本
（
分
家
住
宅
の
場
合
は

昭
和
46
年
当
時
の
所
有
者
が
分
か
る
物
）、

公
図
、
土
地
利
用
計
画
書
、
確
約
書
、
案

内
図
、
土
地
改
良
事
業
等
受
益
地
確
認
書

（
土
地
改
良
事
業
８
年
未
経
過
地
区
内
と

思
わ
れ
る
場
合
は
、
土
地
改
良
事
業
の
非

受
益
地
と
の
確
認
書
提
出
が
必
要
な
場
合

も
）、
都
市
計
画
法
第
34
条
第
８
号
の
３
に

規
定
す
る
自
己
用
専
用
住
宅
の
場
合
は
確

認
書
、
印
鑑
な
ど

申
し
込
み
＝
９
月
３
日
㈪
〜
20
日
㈭
の
執

務
時
間
内
に
市
役
所
農
政
課
（
☎
８
９
０

│
６
７
０
２
）、
大
胡
支
所
管
内
は
大
胡
支

所
（
☎
２
８
３
│
０
１
１
５
）、
宮
城
支

所
管
内
は
宮
城
支
所
（
☎
２
８
３
│
２
１

３
１
）、
粕
川
支
所
管
内
は
粕
川
支
所
（
☎

２
８
５
│
６
７
５
２
）
へ
直
接

　

西
大
室
町
の
ヒ
マ
ワ
リ
田
で
迷
路
の
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
、
だ
ん
べ
え
踊
り
、
野

菜
の
直
売
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
25
日
㈯
午
前
９
時
〜
11
時
30

分会
場
＝
西
大
室
町
（
県
道
苗
ヶ
島
飯
土
井

線
沿
い
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
農
政
課
☎
８
９
０
│

６
７
０
３
へ
。

　

本
市
産
ゴ
ロ
ピ
カ
リ
米
の
米
粉
を
使
っ

て
パ
ン
や
ピ
ザ
を
焼
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
11
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３

時会
場
＝
農
業
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
（
富
田

町
）

対
象
＝
一
般
、
20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
８
月
28
日
㈫
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

市
役
所
農
政
課
「
米
粉
の
料
理
教
室
係
」

（
☎
８
９
０
│
６
７
０
８
）
へ

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ（
ア
メ
ヒ
ト
）の
発
生
期
。早
め
の

発
見
と
防
除
で
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
公
共
施
設
で
ア
メ
ヒ
ト
被
害
を

発
見
し
た
ら
施
設
の
管
理
者
へ
連
絡
を
。

■
発
見

　

ふ
化
し
た
幼
虫
は
、
白
い
網
状
の
巣
を

作
り
10
日
間
ほ
ど
過
ご
し
ま
す
。
カ
キ
、

サ
ク
ラ
、
ウ
メ
な
ど
に
多
く
発
生
し
、
そ

の
葉
は
透
け
て
見
え
ま
す
。

■
防
除

　

巣
か
ら
離
れ
る
前
に
、
高
枝
切
り
ば
さ

み
な
ど
を
使
用
し
て
、枝
葉
を
切
り
取
り
、

幼
虫
を
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤

消
毒
を
行
う
と
き
は
、
使
用
前
は
必
ず
近

所
に
知
ら
せ
て
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た

事
項
を
守
り
、
人
や
家
畜
、
作
物
な
ど
に

掛
か
ら
な
い
よ
う
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
農
政
課
☎
８
９
０―

６
７
０
５
へ
。

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
感
染
を

防
ぐ
た
め
、次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
川
や
湖
沼
で
釣
っ
た
コ
イ
や
飼
っ
て
い

る
コ
イ
を
ほ
か
の
場
所
に
放
さ
な
い
。

②
死
ん
だ
コ
イ
を
川
や
湖
沼
に
捨
て
な
い
。

③
養
殖
場
所
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
コ
イ

を
購
入
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
病
気
は
人
に
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
県
蚕
糸
園
芸
課
☎
２

２
６
│
３
０
９
５
へ
。

　

こ
れ
ま
で
記
録
訂
正
で
年
金
額
が
増
額

し
て
も
５
年
よ
り
前
の
支
払
い
分
は
時
効

で
受
け
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
金
時

効
特
例
法
が
施
行
さ
れ
、
受
給
資
格
が
発

生
し
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
が

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

は
、
年
金
受
給
後
に
記
録
が
訂
正
さ
れ
た

受
給
者
、
こ
れ
か
ら
年
金
記
録
が
訂
正
さ

れ
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
人

が
死
亡
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
遺
族
で
す
。

　

年
金
受
給
後
に
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
人

は
、
９
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
郵
送
さ
れ

る
「
支
払
手
続
用
紙
」
に
記
入
し
返
送
す

る
か
、
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
年
金
記

録
を
訂
正
す
る
場
合
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
処
理
を
す
る
た
め
特
別
な
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
社
会
保
険
事
務

所
☎
２
３
１―

１
７
０
５
へ
。

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
平
成
18
年
分
か

ら
す
べ
て
収
支
計
算
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
費
目
安
割
合
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
農
業
所
得
に
関
す
る
伝
票
や
領
収

書
な
ど
は
必
ず
保
管
し
、
収
入
と
必
要
経

費
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
記
録
用
紙
が
必

要
な
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
市
民
税
課
☎
８
９
０

―

６
２
１
０
へ
。

  

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
家
屋
の
改
造
な
ど
で
利
用
状
況
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、「
住
宅
用
地
異
動
申
告

書
」
を
市
役
所
資
産
税
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
住
宅
用
地
以
外
に
変
更

し
た
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。
な
お
、

今
年
新
増
築
し
て
家
屋
評
価
を
受
け
る
人

は
提
出
不
要
で
す
。

■
住
宅
用
地
の
範
囲

　

特
例
措
置
の
対
象
と
な
る
住
宅
用
地
の

面
積
は
、住
宅
の
敷
地
面
積
に
左
表
の「
住

宅
用
地
の
率
」
を
掛
け
て
求
め
た
も
の
。

限
度
は
床
面
積
の
10
倍
で
す
。

■
住
宅
用
地
の
種
類

●

小
規
模
住
宅
用
地

　

２
０
０
平
方
㍍
以
下
の
住
宅
用
地
。
課

税
標
準
額
は
固
定
資
産
税
で
は
価
格
の
６

分
の
１
、
都
市
計
画
税
で
は
３
分
の
１
。

●

そ
の
他
の
住
宅
用
地

　

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
。

課
税
標
準
額
は
固
定
資
産
税
で
は
価
格
の

３
分
の
１
、都
市
計
画
税
で
は
３
分
の
２
。

例
え
ば
３
０
０
平
方
㍍
あ
る
一
戸
建
て
住

宅
の
敷
地
で
は
、
２
０
０
平
方
㍍
が
小
規

模
住
宅
用
地
、
残
り
の
１
０
０
平
方
㍍
が

そ
の
他
の
住
宅
用
地
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
資
産
税
課
☎
８
９
０

―

６
２
１
７
へ
。

　

大
胡
・
宮
城
・
粕
川
の
各
支
所
で
行
っ

て
い
た
納
税
相
談
の
業
務
を
市
役
所
収
納

課
に
一
本
化
。
税
に
つ
い
て
相
談
な
ど
が

あ
る
場
合
は
、
市
役
所
収
納
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
の
納
付
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

大
胡
・
宮
城
・
粕
川
の
各
支
所
で
行
え
ま

す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
収
納
課
☎
８
９
０―

６
２
２
９
へ
。

◆
市
県
民
税
第
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税

第
２
期
＝
８
月
31
日
㈮
ま
で 

I N F O R M A T I O N

家屋別住宅用地の率

 家屋 居住部分の割合 住宅用地の率
専用住宅 全部 1.0 

併
用
住
宅

地上５階以
上の耐火建
築物

４分の１以上２分の１
未満 0.5 

２分の１以上４分の３
未満 0.75

４分の３以上 1.0 

上記以外の
建築物

４分の１以上２分の１
未満 0.5 

２分の１以上 1.0 

８
月
の
納
税

市政ＴＶ

はつらつタウン
まえばし

群馬テレビ・毎週第４火曜
午後０時20分から７分間

今月は28日(火)

はつらつタウン
まえばし

第３回定例会
市議会の定例会傍聴しませんか
　第３回市議会定例会を次の日程で開
催します。
■本会議
日時＝９月５日㈬午後１時、９月12日
㈬午前10時、９月13日㈭午前10時、９
月27日㈭午後１時
■総括質問
期日＝９月12日㈬、13日㈭
■常任委員会（議案審査）
日時＝〈市民経済〉９月18日㈫〈建設
水道〉９月19日㈬〈総務〉９月20日㈭
〈教育福祉〉９月21日㈮、いずれも午
前10時
○…問い合わせは議会事務局☎890-59
23へ。

農
地
の
農
外
使
用
は

〝
除
外
〞を
申
し
出
て

８
月
25
日
に

ヒ
マ
ワ
リ
田
で
催
し

本
市
の
米
粉
使
っ
て

パ
ン
や
ピ
ザ
作
り

早
め
の
対
処
で

ア
メ
ヒ
ト
防
除
を

コ
イ
を
正
し
く
理
解

病
気
ま
ん
延
防
ご
う

記
録
訂
正
後
の
受
給

特
例
法
で
拡
大

農
業
所
得
の
申
告
は

す
べ
て
収
支
計
算
で

住
宅
用
地
に
は

軽
減
措
置
の
特
例
も

相
談
の
窓
口
を

市
役
所
に
一
本
化

一面に咲くヒマワリ

住宅用地は税負担が軽減




